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北海道美容専門学校 学則  

 

第１章 総 則  

 

（目 的）  

第 １ 条  本校は、学校教育法及び美容師法に基づく専修学校として、美容師並びに美

容関連業種に必要な知識と美容技術を習得させ、美容業界の向上と発展に寄与

せしむるとともに、地域社会に貢献し得る人材の養成することを目的とする。  

（名 称）  

第 ２ 条  本校は、北海道美容専門学校（以下本校）と称す。  

（位 置）  

第 ３ 条  本校は、札幌市中央区南３条西１０丁目１００４番地３におく。  

 

 

第２章 課程、学科、修業年限、定員及び休業日  

 

（課程、学科、修業年限、定員）  

第 ４ 条  本校の課程、学科、修業年限、定員は次のとおりとする。  

 

分 野  課程名  学 科  
昼夜  

の別  

修業  

年限  
入学定員  総定員  学級数  

衛生関係  専門課程  美容科  昼間  ２年  ２００人  ４００人  １０学級  

 

（学年・学科の終始期）  

第 ５ 条  本校の学年は、４月１日に始まり翌年３月３１日に終わる。  

２．学期は、学年を分けて次のとおりとする。  

前期  ４月１日から ９月３０日まで  

   後期 １０月１日から ３月３１日まで  

（休業日）  

第 ６ 条  本校の休業日は次のとおりとする。  

(1) 日曜日及び土曜日  

(2) 国民の祝日に関する法律で定める日  

(3) 本校の創立記念日（５月１日）  

(4) 夏季休業  ７月中旬から８月中旬まで  

(5) 冬季休業 １２月下旬から１月中旬まで  

(6) 春季休業  ３月下旬から４月上旬まで  

２．校長は、教育上特に必要があると認めたときは、休業日に授業を行うことが

ある。  

    ３．非常災害その他急迫の事情があるときは、臨時に授業を行わないことがある。  
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第３章 教育課程、授業時数及び教職員組織  

 

（教育課程、授業時数）  

第 ７ 条  本校の教育課程及び授業時数は別表第１のとおりとする。  

（始業及び終業）  

第 ８ 条  本校の始業及び終業の時刻は、次のとおりとする。  

 

分 野  課程名  学 科  昼夜の別  始業時間  終業時間  

衛生関係  専門課程  美容科  昼 間  午前９時１０分  午後３時２０分  

 

（教職員組織）  

第 ９ 条  本校に、次の教職員をおく。  

(1) 校  長  １人  

(2) 教  員 ２０人（以上）（専任１０人以上）  

(3) 事務職員  ３人（以上）  

(4) 校  医  １人  

    ２．校長は、校務をつかさどり、所属職員を監督する。  

 

第４章  入学、休学、退学、卒業及び賞罰  

 

（入学資格）  

第１０条  本校の入学資格は次のとおりとする。  

   ＊専門課程の場合  

(1) 高等学校を卒業した者又はこれに準ずる学校を卒業した者  

(2) 外国において、学校教育における１２年の課程を修了した者又はこれに準

ずる者で文部科学大臣の指定した者  

(3) 文部科学大臣が高等学校の課程に相当する課程を有する者として指定した

在外教育施設の当該課程を修了した者  

(4) 文部科学大臣の指定した者  

(5) 文部科学大臣の行う高等学校卒業程度認定試験に合格した者  

(6)  修業年限が３年の専修学校の高等課程を修了した者  

(7) その他専修学校において、高等学校を卒業した者に準ずる学力があると認

めた者  

（入学時期）  

第１１条  本校の入学時期は、毎年４月１日とする。  

（入学手続・許可）  

第１２条  本校の入学手続は、次のとおりとする。  

(1)  入学を希望する者は、本校所定の入学願書、その他の書類に必要事項を記

載し、第１９条に定める入学検定料を添え指定期日までに、出願しなけれ

ばならない。  

(2) 前号の手続きを終了した者に対して、入学選考（書類審査、面接、筆記）

を行い、入学者を決定する。  

(3) 入学の許可を受けた者は、所定期日までに第１９条に定める入学金、施設
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設備資金、諸費を納めなければならない。  

(4) 前号に定める手続きが所定の期日までに行われないときは、校長は、入学

の許可を取り消す。  

（休学・復学・転入学）  

第１３条  休学しようとする者は、所定の休学届及び診断書を校長に提出し、その許可

を受けなければならない。  

    ２．前項の者が復学しようとする場合は、届け出て復学することができる。  

    ３．生徒が心身の故障のため休養を要すると認められるときは、その他の理由に

より校長は休学を命ずることがある。  

    ４．転入学に関しては、指定養成施設間においてのみ認め、第１２条の規定を準

用する。  

（退学）  

第１４条  退学しようとする者は、所定の退学届を校長に提出し、その許可を受けなけ

ればならない。  

（卒業･修了の認定）  

第１５条  校長は、教育課程の定めるところにより、各学年ごとに修了すべき学科目に

ついて試験を行い、合格者に対して当該科目の修了を認定する。ただし、実習

については実習の成績によって修了を認定することができる。成績考査につい

ては、別途、教務規定で定めることとする。  

    ２．校長はすべての履修科目が修了と認定され、且つ、総授業時間数９割以上の

出席がある者に対して卒業認定を行なう。  

    ３．補講については校長が適当と認めた場合に行うものとし、補講対象者につい

ては、別途、教務規定で定めることとする。  

（卒業証書・専門士の称号の授与）  

第１６条  卒業を認定した者に対して、別記第１号様式の卒業証書を授与するとともに、

別記第２号様式の専門士の称号授与書を授与する。  

（褒賞）  

第１７条  成績優秀にして、他の模範となる者には、褒賞することがある。  

（懲戒）  

第１８条  生徒が、当学則、その他本校の定める諸規則を守らず、又は生徒の本分に反

する行為のあったときは、校長は懲戒処分として訓告、停学及び退学処分を命

ずることがある。  

    ２．前項の退学は次の各号に該当する生徒に対しても行うものとする。  

(1) 品行不良、その他本校生徒として不適当と認められる者  

(2) 本校の秩序を乱し、その他生徒としての本分に反した者  

(3) 正当な理由がなくて出席常でない者  

(4) 学業成績が劣等で、成業の見込みがないと認められる者  
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第５章  入学金・授業料・その他  

 

（納付金）  

第１９条  本校の学科の入学金、授業料は次のとおりとする。  

      

(1) 美容科  

納入名目  １年次  ２年次  

入学検定料  ２０，０００円  －  

入学金  １００，０００円  －  

施設設備費  ９０，０００円  ９０，０００円  

授業料（実習費含む）  ５３４，０００円  ５３４，０００円  

学校行事費  １５，０００円  ４５，０００円  

冷暖房費  ２６，０００円  ２６，０００円  

教材費・教科書代  ３１０，０００円  ３２７，０００円  

      

 

（納入及び納入の特例）  

第２０条  生徒が在籍中は、授業料等は出席の有無にかかわらず、所定の期日までに納

入しなければならない。  

    ２．生徒が休学したときは、前項の規定にかかわらず、休学期間中の授業料等を

免除することがある。  

    ３．特別の事由のある場合には、別に定めるところにより、授業料の全部又は一

部を減免することがある。  

（滞納）  

第２１条  原則として授業料等を３箇月以上滞納し、その後においても納入の見込みが

ないと認められるときは、校長は退学を命ずることがある。  

（学生会活動費・同窓会活動費の徴収）  

第２２条  学生会活動及び同窓会活動等に要する費用で、その徴収の委託を受けたもの

については、授業料等と同時に徴収することがある。  

（納入金の還付）  

第２３条  既納の納入金は、原則として返還しない。  

 

 

（健康診断）  

第２４条  健康診断は、毎年１回、別に定めるところにより実施する。  

 

 

 

第６章  附帯教育  

 

（附帯教育）  

第２５条  本校の附帯教育は次のとおりとする。  
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 学科名  
修業  

年限  
定員  総定員  学級数  

通信養成を  

行う地域  

添削指導  

受託機関名  

通信  

課程  
美容科  ３年  ８０名  ２４０人  ６  北海道全域  

社団法人日本理容  

美容教育センター  

 

    ２．通信課程美容科の入所時期は、４月、１０月とする。  

    ３．添削指導のための組織は次のとおりとする。  

 

校     長  （添削指導、教育相談総責任者）  

   

美容科学務主任  （教育相談責任者）  

   

美  容  科  教  員  （教育相談担当）  

 

    ４．通信授業及び添削指導に係る事務の一部を社団法人日本理容美容教育  

センターに委託する。  

 

第２６条  附帯教育に関する納入金、入学方法については下記の通りとする。  

 

       通信課程美容科 納入金  

納入名目  1 年次  ２年次  ３年次  

入学金   ７０，０００円    

施設設備資金   ７０，０００円    

授業料  １３０，０００円  １７５，０００円  １７５，０００円  

合 計  ２７０，０００円  １７５，０００円  １７５，０００円  

 

    ２．入学方法  

      高等学校卒業以上の方は書類審査により選考、中学校卒業以上の方は  

     書類審査ならびに筆記試験により選考する。  
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附  則  

 

 

１ この学則は、平成１０年 ４月 １日から実施する。 

２ この学則は、平成１７年 ４月 １日から変更する。 

３ この学則は、平成１８年 ４月 １日から変更する。 

４ この学則は、平成１９年 ４月 １日から変更する。 

５ この学則は、平成２０年 ４月 １日から変更する。 

６ この学則は、平成２１年 ４月 １日から変更する。 

７ この学則の施行に関し必要な事項は校長が別に定める。 

８ この学則は、平成２２年 ４月 １日から変更する。 

なお、平成２２年４月１日からビューティーエステ科の募集を停止する。 

授業料等納入金の一部を改定する。平成２１年度に在籍している生徒には、 

在籍する期間中は従前のままとする。 

９ この学則は、平成２２年 ９月 １日から変更する。 

なお、第４条の規定にかかわらず、平成２２年９月１日から平成２３年３月３１ 

日までの間においては、総定員は４１８人とし、学級数については１１学級とす 

る。 

  また、平成２３年４月１日から平成２４年３月３１日までの間においては、総定 

  員は４０６人とする。 

  第７条の規定にかかわらず、平成２２年９月１日から平成２３年３月３１日まで 

  の間においては、ビューティーメイク移行学級の教育課程及び授業時間について 

  は別表第４のとおりとする。 

  第２５条の通信課程の入所の時期は、平成２３年４月より開始する。 

10 この学則は、平成２４年 ４月 １日から変更する。  

11 この学則は、平成２５年 ４月 １日から変更する。  

12 この学則は、平成２６年 ４月 １日から変更する。  

13 この学則は、平成２７年 ４月 １日から変更する。  

14 この学則は、平成２７年１０月 １日から変更する。  

15 この学則は、平成２９年 ４月 １日から変更する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

7 / 11 

 

別表第１ 教育課程・授業時数（専門課程美容科）  

 

専門課程美容科の授業設定の方針  

 

平成１０年２月２８日付、厚生省生活衛生局長通達「美容師養成施設の教科課程の基準

について」に基づき、本校美容科の授業の設定方針に関する基本事項を定める。  

 

１．課目は次の通りとする。  

 

共通課目  １，５３５時間  

専門課目    ６２４時間  

教養課目     ６３時間  

 

２．各学年ごとの授業時間は次の通りとする。  

 

１  年  次  １，０８５時間  

２  年  次  １，１３７時間  

総授業時間計  ２，２２２時間  
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３．各課目の設定は次の通りとする。  

課 目 名  １年次  

２年次  

合 計  ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ  

ｺｰｽ 
ﾍｱﾒｲｸｺｰｽ  

ﾌﾞﾗｲﾀﾞﾙ  

ｺｰｽ 

共
通
課
目 

関係法規・制度   ３５  ３５  ３５  ３５  

衛生管理  ４８  ５３  ５３  ５３  １０１  

美容保健  ６６  ６８  ６８  ６８  １３４  

美容の物理・化学  ４８  ５３  ５３  ５３  １０１  

美容文化論Ⅰ  ４８     ４８  

美容文化論Ⅱ  ４２     ４２  

美容運営管理  ６０     ６０  

美容技術理論  ９３  ４１  ４１  ４１  １３４  

美容実習  ４４０  ４４０  ４４０  ４４０  ８８０  

専
門
課
目 

ﾍ  ｱ 

ｽﾀｲﾘﾝｸﾞ  

ヘアケア  １２  １５    ２７  

パーマ  ３  １８  １８  １８  ２１  

カラーリング  １２  ２１  ２１  ２１  ３３  

ヘアアレンジ    ３０   ３０  

エクステンション    １８   １８  

まとめ髪  １５     １５  

 

ﾄｰﾀﾙﾋﾞｭｰﾃｨｰ  

 

ネイル  ２４     ２４  

着付  １８     １８  

エステティック  １８     １８  

ｱｯﾌﾟｽﾀｲﾙ＆ ﾒｲｸ    ３０  ３０  ３０  

ﾌﾞﾗｲﾀﾞﾙ  

ﾌﾞﾗｲﾀﾞﾙｴｽﾃ     ９  ９  

ﾌﾞﾗｲﾀﾞﾙ研修     ９  ９  

ﾌﾞﾗｲﾀﾞﾙﾌﾟﾗﾝﾅｰ対策     ５１  ５１  

ﾌﾗﾜｰｱﾚﾝｼﾞﾒﾝﾄ     ２１  ２１  

ﾃｰﾌﾞﾙﾏﾅｰ     ３  ３  

ｶｯﾄ 
ﾍﾞｰｼｯｸ（基礎）  ７５     ７５  

ｱﾄﾞｳﾞｧﾝｽﾄ（応用）   ８７    ８７  

ﾒｲｸ 

基礎メイク  ３０     ３０  

ﾒｲｸｱｯﾌﾟ検定対策 (2 級 )   ２４   ２４  

特殊メイク   ２１  ２１  ２１  ２１  

ブライダルメイク   １５  １５  １５  １５  

ステージメイク   ２４  ２４  ２４  ２４  

ﾌｨﾆｯｼｭ 
ｽﾃｰｼﾞﾍｱ&ﾌｧｯｼｮﾝ   ６６  ６６  ６６  ６６  

ﾌﾟﾚ･ｻﾛﾝ実習   ２１  ２１   ２１  

国家試験  国家試験対策   １２９  １２９  １２９  １２９  

教

養

課

目 

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ  接客マナー  １８  １５  １５  １５  ３３  

ｽﾎﾟｰﾂ エアロビクス  １５  １５  １５  １５  ３０  

合 計  １，０８５  １，１３７  １，１３７  １，１３７  ２，２２２  
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別表第２ 教育課程・授業時数 美容科（通信課程）  

 

美容所従業者  

必修課目 添削指導 ３１回  面接授業 ２９５時間  

課 目  

１年次  ２年次  ３年次  

添削指導  

の回数  

面接授業  

の時間数  

添削指導  

の回数  

面接授業  

の時間数  

添削指導  

の回数  

面接授業  

の時間数  

関係法規・制度  

衛生管理  

美容保健  

美容の物理化学  

美容文化論  

美容技術理論  

美容運営管理  

美容実習  

３回 

４回 

 

１回 

３回 

５回 

 

６回 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４回 

１回 

 

 

４回 

 

５時間 

１５時間 

１５時間 

１５時間 

５時間 

３時間 

３時間 

８５時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

５時間 

１５時間 

１５時間 

１５時間 

５時間 

２時間 

２時間 

９０時間 

合 計  ２２回  ９回 １４６時間  １４９時間 

 

選択必修課目（一般教育課目）添削指導 ２回   

      （専門教育課目）添削指導 ２回  面接授業 １０時間  

課 目  

１年次  ２年次  ３年次  

添削指導  

の回数  

面接授業  

の時間数  

添削指導  

の回数  

面接授業  

の時間数  

添削指導  

の回数  

面接授業  

の時間数  

一般教養課目  

外国語  

情報技術  

 

 

専門教育課目  

美容ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ  

ﾄｰﾀﾙﾌｧｯｼｮﾝ  

 

 

 

 

 

 

 

 

１回 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１回 

１回 

 

 

 

１回 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５時間 

５時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

合 計  １回  ３回 １０時間   
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美容所非従業者  

必修課目 添削指導 ３１回  面接授業 ５９０時間  

課 目  

１年次  ２年次  ３年次  

添削指導  

の回数  

面接授業  

の時間数  

添削指導  

の回数  

面接授業  

の時間数  

添削指導  

の回数  

面接授業  

の時間数  

関係法規・制度  

衛生管理  

美容保健  

美容の物理化学  

美容文化論  

美容技術理論  

美容運営管理  

美容実習  

３回 

４回 

 

１回 

３回 

５回 

 

６回 

５時間 

１５時間 

１５時間 

１５時間 

１０時間 

１５時間 

１０時間 

１８５時間 

 

 

４回 

１回 

 

 

４回 

 

５時間 

１５時間 

１５時間 

１５時間 

５時間 

 

 

２６５時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

合 計  ２２回 ２７０時間 ９回 ３２０時間   

 

選択必修課目（一般教育課目）添削指導 ２回   

      （専門教育課目）添削指導 ２回  面接授業 ２０時間  

課 目  

１年次  ２年次  ３年次  

添削指導  

の回数  

面接授業  

の時間数  

添削指導  

の回数  

面接授業  

の時間数  

添削指導  

の回数  

面接授業  

の時間数  

一般教養課目  

外国語  

情報技術  

 

 

専門教育課目  

美容ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ  

ﾄｰﾀﾙﾌｧｯｼｮﾝ  

 

 

 

 

 

 

 

 

１回 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１回 

 

 

 

 

１回 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０時間 

１０時間 

 

 

 

 

１回 

 

 

 

 

 

 

 

 

合 計  １回  ２回 ２０時間 １回  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

11 / 11 

 

別記第１号 卒業証書（美容科）  

 

 

卒 
 

業 
 

証 
 

書 

 

本 
 

籍 

氏 
 

名 

生
年
月
日 

 
右 
の 

者 

は 

本 

校 

所 

定 

の 

専 

門 

 

課 

程 

美 
容 

科 
 

二 
 

年 
 

を 

卒 

業 

 

し 

た 

こ 

と 
を 
証 

す 

る 
 

     
 

 
 

 
 

 

年 
 

月 
 

日 

 

厚
生
労
働
大
臣
指
定 

学
校
法
人
布
川
学
園 

北 

海 

道 

美 

容 

専 

門 

学 

校 

 

北
海
道
札
幌
市
中
央
区
南
三
条
西
一
〇
丁
目
一
〇
〇
四
番
地
三 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

校 

長 
 

布 

川 

耕 

吉 

  

第 
 

 
 

 

号 

 

別記第２号 称号授与書 専門士（美容科）  

 

 

称 

号 

授 

与 

書 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

衛
生
専
門
課
程
美
容
科 

本 
 

籍 

氏 
 

 
 

名 

生
年
月
日 

 

右
の
者
に
文
部
科
学
省
告
示
（
平 

成 

十
五 

年 

 

文
部
省
告
示
第
十
四
号
）
に
よ
り 

専 

門 

士 

 

（
衛 

生 

専 

門 

課 

程
）
の
称
号
を
授
与
す
る 

    
 

 
 

 
 

 
 

年 
 

月 
 

日 

  

厚
生
労
働
大
臣
指
定 

学
校
法
人
布
川
学
園 

北 

海 

道 

美 

容 

専 

門 

学 

校 

 北
海
道
札
幌
市
中
央
区
南
三
条
西
一
〇
丁
目
一
〇
〇
四
番
地
三 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

校 

長 
 

布 

川 

耕 

吉 

  
第 

 
 

 
 

号 

 


